
アービタックス療法
を受けられる患者さんへ



治療薬

• がん細胞の増殖に関連する因子（EGFR：上皮細胞増殖因子受

容体）を阻害することにより、がん細胞の増殖や分化を抑え

ます。

アービタックス注（セツキシマブ）

日にち
薬

day1 day8

アービタックス注 ● ●

治療スケジュール

1

1週間毎



点滴スケジュール
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•生理食塩液 50mL

（ルート確保）

•生理食塩液 50mL

•デキサート注/ポララミン注

•生理食塩液 50mL

•生理食塩液 500mL

•アービタックス注

•生理食塩液 500mL

アレルギー予防

点滴部位の痛みや腫れ、点滴が落ちにくい等あれ

ば、すぐにナースコールしてください。

点滴の時間はおおよその時間です。

多少前後する場合があります。

30分

120分

60分

初回投与時
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点滴スケジュール

•生理食塩液 50mL

（ルート確保）

•生理食塩液 50mL

•デキサート注/ポララミン注

•生理食塩液 250mL

•アービタックス注

•生理食塩液 50mL

アレルギー予防

2回目以降

2回目90分
3回目60分



アービタックス注（セツキシマブ）
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◆はたらき

◆主な副作用

アービタックス（セツキシマブ）は、がん細胞にあるEGFRを抑えて

がん細胞が増えるスイッチを止めることで、がん細胞の増殖を抑えま

す。

EGFR(上皮細胞増殖因子受容体)：

細胞の表面に並んでいるタンパク質で、細胞が増える時のスイッチの

役割を担っています。がん細胞には非常に多くのEGFRがあり、がん

細胞が増えるような信号を送り続けています。

✓ アレルギー反応（Infusion reaction）

薬剤投与中または投与後数時間で息苦しい、汗が出る、顔がほ

てる、胸が痛い、心臓がドキドキするといった症状が現れるこ

とがあります。症状を感じた場合はすぐに医療スタッフに連絡

してください。



アービタックス注（セツキシマブ）
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◆主な副作用

✓ 皮膚症状（ニキビのような発疹、皮膚乾燥、かゆみ等）

皮膚の細胞のEGFRも抑えるために、にきびのような発疹、皮膚

の乾燥・炎症などが起こることがあります。

投与１週間後から症状が発現し、特に顔や胸、背中、腕に症状

が出やすいと言われています。日頃からスキンケアや症状に応

じた薬で対応しながら治療を続けていきます。

✓ 間質性肺炎

空咳、息苦しさ、息切れ、発熱等の風邪のような症状が出たと

きは、すぐに医師に連絡してください。

自己判断で市販の風邪薬等を服用しないでください。

✓ 下痢

治療中に下痢が起こることがあります。下痢による脱水症状を

防ぐため、十分な水分補給を行いましょう。

✓ 粘膜炎（口内炎）

口の中・歯肉・咽頭がしみる、ヒリヒリする、赤くなるといっ

た症状が出ることがあります。口の中を清潔に保つよう心がけ

ましょう。

✓ 電解質異常

からだの中の電解質のバランスが崩れることで低マグネシウム

血症が現れることがあります。定期的に血液検査で確認します。
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MEMO

大阪国際がんセンター

〒541-8567
大阪府大阪市中央区大手前3-1-69
☎06-6945-1181
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